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幼児に対する「いのち」の教育をめぐる様々な議論
Variously opinions concerning “Life education” for young children
髙 内 正 子 ＊
Abstract
The author has been studying the possibility of “Life Education” for young children. In the present
article, in order to obtain new hints from the various papers closely related to the “Life Education” for
young children, the author conducted a web search,, Consequently, the five articles with the most hits
were as follows :
1. Young Children and education of religion.
2. Telling young children about Death.
3. Life Education for young children.
4. “Life Education” in of early childhood education.
5. A consideration of the appropriateness of “life” Education during early childhood‒the timing and the
way to practice.
Through the study of these papers, we carefully analyses the problem if arising adults do not need
religious direction and aids and have anything to learn from these matters.
The author has also renewed her intention to study “Life” Education for young children.
The author has been studding “Life education” for young children.
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はじめに
筆者は、幼児に対する「いのち」の教育の可能性
を求めて、研究を進めている。保育の場では、幼児
達の様々な成長発達の中で、「いのち」を感じさせ
てくれるような森や林等に連れ出すと、自然環境の
中では、子ども達の動物や植物など生き物に対する
思いやりや、溢れんばかりの興味や関心の高まりも
見られる。逆に突然昆虫等の小さな生き物を踏みつ
けたり、木切れで叩いたりして、子ども達の驚くよ
うな残虐性も見られることもある。
筆者は、最近インターネットで月日が学校に
通う日本の子ども達にとって、学期開始の日であ
り、一年を通して子ども達の自殺者数が最も多い日
と言われていることを知り、これまで全く気付かな
かったことを恥じた。先日も、福島の中学一年生の
男子生徒に「飛び降りろ」と発言し、すぐに謝罪し
た教師のことが報道で取り上げられたり、埼玉県の
私立高校でサッカー部の外部からのコーチが生徒に
体罰をする動画が投稿され、すぐに解雇となった事
件が報道されたりしていることについて、教師やス
ポーツの指導者は、子ども達にお手本を示すべきで
あるのに、何故感情的に行き過ぎた体罰や暴力につ
ながってしまうのか、理解できない。
中井は、いじめについて、「学校の中には交番も
ないし裁判所もないし、いっていくところないよ
ねぇ。｣1)と、自分自身の子どもの時期にいじめられ
た体験を通して指摘している。
研究目的
本稿では、筆者の目指す幼児に対する「いのち」
の教育に関連が深いと考えられる様々な論文につい
て、探索調査・考察し、何らかのヒントを得たいと
考え、幼児教育と「いのち」の教育と宗教教育の
つのキーワードで論文を検索したところ、以下の
つの論文がヒットした。すなわち．幼児と宗教教
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1）中井 久夫著「いじめのある世界に生きる君たちへ」中央公論新社 2016年 p. 6
育、．子どもに死を語る、．幼児に対する命の
教育、．幼児教育における「いのちの教育」につ
いて、．幼児期における「いのちの教育」の妥当
性に関する一考察〜その実施時期と妥当性をめぐっ
て〜である。
以上の論文及び数点の参考文献をも通して、我が
国ではあまり大っぴらになっていない「いのち」の
教育に関わる宗教的な指導援助が必要なのか否か、
また、我々大人も学ぶべき点が在るのだろうかと言
う事柄についても、分析・検討を進め、今後の研究
の参考にしたい。
結果と考察
さて、ヒットした論文をその順に挙げ、筆者の目
指している「いのちの教育」と関連すると考えられ
る内容について、分析及び考察を述べて行く。
．幼児と宗教教育
著者は、浅見 均で、論文掲載書は、青山学院女
子短期大学紀要（2004）で、147頁より165頁である。
内容は、実習協力園園長対象にキリスト教主義幼稚
園における保育の現状と課題を探るためのアンケー
ト調査を通しての考察である。そのアンケート調査
から指摘されている課題は、ずばり資金不足であ
る。中には宗教法人立を辞めて、学校法人立に切り
替えて、助成金を受けて存続の道を選ぶキリスト教
幼稚園も多く見られる事も指摘されている。そのた
めに、当然のごとく保護者に阿るような保育内容・
保育サービス・保育方針を展開することを余儀なく
させられており、誰のための保育なのかが分かりに
くくなってしまっている現状に、手の打ち様が無い
様子が見られる。そのため、どうしても保護者の
ニーズに応える保育が優先されてしまい、多少の無
理をしてでも正規の保育終了後に「歳児保育」や
「預かり保育」などを実践しているのである2)。
さらには、キリスト教保育を実践するために、キ
リスト教信者の保育者が望ましいと考えられてはい
るものの、信者数が少なくなりつつある現代の状況
の中で、未信者の割合が保育者全体の60％を超えて
いる現状があり、保育者の経験年数も少なく、全体
の約70％が10年未満となっており3)、保育者が長期
間働くことのできるような環境にはないことを示し
ていると言える。
次にキリスト教主義幼稚園では、毎日幼児礼拝が
行われているが、保育者の約24％がマンネリ化をた
まに感じているとし、著者は幼児礼拝については、
長時間でなくても、要領よく短時間で願いや、感謝
の気持ちを伝えることが重要と考えている。この幼
児礼拝も、信者の保育者か否かで内容も変わってく
るし、形だけに捕らわれているように感じる未信者
の保育者も多かった4)ようである。
ところで、キリスト教保育特有の「小動物と触れ
合うなど、いのちの尊さを味わう経験」については、
あまり重要視されていないようであった。また、祈
りについても、キリスト教保育指針に示されている
「時を定めての礼拝」と「子どもの生活全体が礼拝
の時と場になる」との規定を考慮すると、宗教生活
の日常化の問題であり、そこには、キリスト教信者
独特の宗教性が必要となる。保育者が未信者の場
合、宗教性の指導については難しいかも知れない。
保育場面の祈りの内容は、小動物の死に直面しての
祈り、身近な人の死に直面しての祈り等があり5)、
そのような機会を「いのち」の教育のチャンスと捉
え、子ども達とともに思い出などを話し合うことが
できれば、素晴らしい「いのち」の教育となるはず
であるが、保育者の考え方により、異なるだろう。
他にも子どもの優しさに触れた時や、子ども達みん
なで頑張ることができた時等、感謝の祈りをする事
が、紹介されていたが、全ては子ども達とともに学
ぶ保育者次第と言えるのではないだろうか。
．子どもに死を語る
著者は、中道 基夫で、論文掲載書は、関西学院
大学の神学研究59（2012）で、113頁より126頁であ
る。内容は、葬儀を執り行う教会における「どのよ
うに子どもに死を語るのか」と言う重要かつ困難な
課題について、議論されている。子どもの年齢別の
死の捉え方について、ダナ・カストロの文献から
「歳以前には、はっきりと死を理解することはあ
りません。」と、引用している。筆者は、以前の論
文にハンガリーのマリア・ナギーが「歳児には死
の意味は全く理解できない。｣6)と言い切ってしまっ
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4）浅見 均著 前掲論文 p. 161
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ていたことを非常に残念に感じたのを覚えている。
そのように言い切ってしまわれると、研究したい者
にとっては、それ以上の根拠を示して理解できるこ
とを証明しなければならないのであるから、非常に
研究を進めにくいと考えている。もちろん、歳児
にも個人差と言うものがあるので、「何をもって、
理解できているとするのか。」や「どのような方法
で、研究するのか。」まで実に困難な作業を必要と
するのである。
次に中道は、「子どもの死の受容の問題」として、
年齢別の死のとらえ方について、述べている。歳
から歳児までの子どもは、死を永続的なものとは
考えず、死の中に生を見ているとして、まず子ども
が死をどのようなイメージで捉え、何に不安を抱い
ているのかをじっくりと聞く必要があり、それに対
して、大人は愛情を持って「死は一時的なものでは
ないこと」や「神様が誰かを懲らしめるために行っ
たことではない。」ことを説明してやる必要がある
と指摘している。
その理由は、どのような問題についても、子ども
は自分のせいでその問題が起こってしまったのでは
ないかと考えるため、その問題は、誰のせいでもな
いのだと言うことを明確にしてやる必要がある。
さらに、日本の調査から幼稚園の頃くらいまで
は、自分や人間の死よりも動物の死の方にリアリ
ティーがあり、子どもはそちらの方が人間の死より
も可愛そうに感じていることを引用している。
続けて歳から10歳までの子どもについても、ダ
ナ・カストロの考え方を引用し、「死は取り消すこ
とができない、普遍的で避けられない現象だと言う
考え」を持つようになるとともに、死に人格（目に
見えないお化けや恐ろしく醜い怪物、マントをま
とった骸骨や病気をまき散らす魔女の姿としてあら
わされたりする。）を与えて理解するようになる。
経験した死に対して、自分の感情を大人に悟られな
いようにすることも覚える時期であるため、大人は
誤解してしまう可能性のあることを指摘している。
例えば、悲しんでいない子どもの様子から、死を克
服したと思いこみ、大人がその子どもに対して、成
すべき注意や配慮等の必要な援助を怠ってしまうこ
とがあることも指摘している。さらに、この時期の
子どもには、死と言うものは普遍的なものであると
理解できている訳ではなく、自分の問題として捉え
ることができないことも指摘している。
次に10歳から青少年期については、死の不可逆性
や普遍性を理解するようになり、ほぼ大人と同じよ
うに死を感じ、この恐ろしい現実を自分から遠ざけ
たがると指摘している。筆者が以前に論述した「幼
児に対する死の教育(3)」では、日本人の死に対す
る考え方は、タヴー視されていて、決しておおっぴ
らに話されないものであった。さらに、「幼児に対
する死の教育(4)」では、米国における死の教育の
考え方について論述したもので、米国でもやはりタ
ヴー視された時代もあり、筆者の研究したエリザベ
ス・キューブラー・ロスの死の受容の段階を導き
出すことに繋がったのである。その彼女の死を目前
にした人達へのインタヴュー調査についての研究に
対して、彼女は死をくいものにしていると批判する
人達が多くいたことは、よく知られているところで
ある。
その後、「子どもが抱く死に対する恐怖」・「絵本
の中の死」・「子どもと葬儀」と続き、キリスト教教
育・保育にとって、重要であろうと思われるグリー
フケアに対するつの提案を次のように紹介してい
る。すなわち．亡くなった人について話す機会を
積極的につくる。．子どもが安心して悲しめる環
境を整える。．どのような気持ちにもなり得る
し、なっても良いのだと知っておく。．悲しみ方
は人それぞれ違うことを理解し尊重する。．子ど
ものために健全な悲しみ方の良いお手本になる｡7)
さらに、中道は葬儀というものは、子どもにとっ
て、死者との新しい関係を築く場であり、子どもの
グリーフワークに大人が寄り添うことのできる場で
あるとしている。葬儀の中で何を祈るのか、子ども
を意識した祈りの言葉は、子ども達に影響を与え
る。むしろ、子どもの内面から言葉が生み出されて
くる必要があるとも指摘している。
最後に子どもに死を語るということにおいて、一
つの正解があるわけではないとしながらも、死が日
常から切り離されている今日において、その中で
育ってきた教育者が子どもを通して死と直面し、戸
惑いを覚えることもある。そのため、キリスト教教
育・保育の現場において、子どもにどのように死を
語るかと言うことは、意識的に取り組まなければな
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7）中道 基夫著「子どもに死を語る」関西学院大学 神学研究59 p. 123
らない課題である8)とまとめている。
．幼児に対する命の教育
著者は、水野 智美（筑波大学）、徳田 克己（筑
波大学）、辻本 耐（大阪大学大学院）、濱野 佐代
子（帝京科学大学）、西舘 有紗（富山大学）の
名で、自主シンポジウムの原稿として、記述された
もので、論文掲載書は、日本教育心理学会総会発表
論文集52（2010）116頁より117頁である。
内容は、低年齢の子どもによる犯罪、いじめ、自
殺が相次ぐ中で、幼児期からの命の教育の重要性が
再認識されている中、「命」という抽象的な内容を
幼児に伝え、その大切さを実感させることは、容易
ではなく、どのように教育するべきか分からないま
ま、保育者や保護者が試行錯誤している現状に対
し、本シンポジウムでは、幼児が命をどのように認
識していくのかを発達的な視点から述べるととも
に、どのような教材や場面を用いて教育すればよい
のかについての話題を提供し、今後、幼児に対する
命の教育をいかに実践していくかについての方向性
を示したい。とし、名の話題提供者が以下のよう
に話題提供として記述している。
まずは、辻本 耐により、「幼児における命の認
識と感情の発達」において、ゲームなどのバーチャ
ルリアリティーの影響により、子どもは死を現実の
ものとして理解できていないのではないか。そのた
め、幼児に対する命の教育を考えるうえで、子ども
が生物学的な死を正確に理解しているかどうかを把
握しておくことは重要であると指摘している。例え
ば「死んだら生き返らない。」と言うように、死の
特性を概念化して調査が行われてきた。その概念と
して、用いられてきたのは、不動性・不可逆性・普
遍性などがあり、子どもが何歳頃にどの概念を獲得
するかについては、調査方法等の差異により、統一
的な見解は示されていないものの、一般的には10歳
頃までに、これらの概念を完全に獲得できることを
辻本は指摘している。また、概念獲得の時期につい
ては、文化的・社会的要因により、変化し得るもの
であり、これまで中心に研究が進められてきた欧米
以外においても、調査が成されることが望まれると
し、我が国では、子どもの死の概念獲得に焦点を当
てた研究はこれまで多くはなく、幼い子どもを対象
とするなど、さらなる検討が必要であると指摘した
後、歳から歳までの幼稚園児117名を対象に個
別面接による人間と動物の死の概念獲得に関する調
査を実施し、点数化した結果を報告している。具体
的には、不動性（生命活動の停止）、不可逆性（死
ぬと生の状態に戻らない）、普遍性（生物にとって
死は避けられない）、原因生（死をもたらす要因）
のつの死の概念を探用し、得られた反応について
は、先行研究を参考に得点化し、その結果は、人間
と動物との場合で多少の差異があるものの、おおむ
ね〜歳児と〜歳児は、〜歳児よりも死
の概念得点が有意に高かったことを報告している。
さらに、不可逆性については、他の概念と比較し得
点が高く、概念の獲得が進んでいる一方、普遍性と
原因生については、全体的に得点が低く概念の獲得
が困難であることが示されたことを報告している。
次に番目の話題提供者の濱野 佐代子による
「動物飼育を通した命の教育」より指摘された事柄
は、子どもが近親者の死を経験することは、死を理
解することや命の大切さを実感できる重要な経験で
はあるが、近年核家族化が進み、子ども達は昔のよ
うに家庭内で近親者の死を経験することがほとんど
無くなってきた。また、終末期を病院で迎える人が
多く、死に立ち会うことも少なくなってきた。この
ような現状の中、命や死、命の大切さについての教
育を保育や教育現場で取り入れざるを得ないが、ど
のように進めるべきかについて論じている。
最近の研究では死別体験が死や命について考える
機会となり、「命の大切さ」を実感できる機会とも
なり、保育者や保護者にとって、命の教育を行う絶
好の機会になると考えられるものの、子どもが近親
者の死を経験することはほとんどなくなってしまっ
た。そして初めて経験する死はペットや園内で飼育
されている動物の死である。動物飼育や動物の死を
通して命の教育を行っている保育者や保護者も多い
が、幼稚園や保育所における動物飼育を通した命の
教育は慣習的であり、保育者の経験に基づくもので
あり、統一されたマニュアルや効果の検討方法は開
発されておらず、保育者達の中には、自身の力量に
任され戸惑っているケースが多いことを指摘してい
る。筆者の過去に調査した「幼児に対する死の教
育」に関するアンケート調査における、保育現場で
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8）中道 基夫著 前掲論文 p. 126
の保育者の思いも同様であった。つまり、経験年数
が長い保育者の方が余裕を持って、子ども達の反応
を受け入れることができるが、残念ながら経験年数
の浅い保育者は、戸惑いの方が大きく、どのように
対応したら良いのか分からなかったと回答してい
た9)。
濱野は、動物飼育を通した命の教育をどのように
実践するべきかの基礎的データや検討材料とするた
め、幼児を対象に動物の死の遭遇体験に関する面接
調査を行い、幼児の動物の死の捉え方を探索的に検
討した。対象とした動物は、ペット（犬、猫、金魚、
昆虫）、園内飼育動物（ウサギ・ハムスター）、の死
の経験であった。その結果として、幼児はどの動物
の死もその状態を語ることができ、死について考え
る機会となっていた。しかし、死の状況や周りの大
人達の反応、自分の感情について詳細に語っていた
のは、愛情を注いでいたペットや園内飼育動物の死
の経験であったことやペットの場合は、動物種には
関係なくそのペットへの愛着が関連していると考え
られることを報告している。さらに年少の子どもの
場合、死の理解が難しいと考えられるが、大人が嘆
き悲しむ様子を見て、幼児自身にとっても死を悼む
経験となっていたことが分かったことを指摘してい
る。
つまり、幼児が愛情を注いでいる動物の死を経験
すること、周囲の大人が一緒に悲しむことが、幼児
に対する命の教育に役立ち、動物の死を通した命の
教育には、幼児と動物の関係性に留意し、その死に
対する保育者や保護者の態度が重要であると考えら
れたことを報告している。
続いて、番目の話題提供者である徳田克己は、
「葬儀、墓参を通した命の教育」とタイトルして、
述べられている内容は、幼児にとっては、「命」、
「生」は「死」と対比しなければ理解しにくい。一
緒に生活していた、あるいは話をしたことのある
「人の死」にふれることで「命」「生」を実感できる
のではないか。葬儀は、人間の死の場面から「生」
を学ぶことのできる重要な機会であるが、現実には
葬儀や人間の死はネガティブなイメージで捉えられ
過ぎており、「死者がこわい」、「自分が死ぬのがこ
わい」、「家族が死ぬのは嫌だ」という思いだけを感
じる場になってしまっていることを指摘している。
徳田は本来、葬儀に参列し、「自分が死ぬのがこわ
い」と感じた子ども達は、周囲の大人の適切なかか
わりによって、「死」の意味を感じ、「命」の大切さ
を学んで行けると断言している。にもかかわらず、
日本では縁起が悪いとか、他の参列者の迷惑になる
等の理由から子どもを葬儀に連れて行くことは少な
い。
これまで、海外34か国の葬儀場や墓地を実地調査
してきた徳田は、現在の日本では幼い子どもが葬儀
に参列することは少なく人間の死に立ち会う機会が
減っていて、子どもはニュースやテレビドラマ等で
間接的に死を見聞きすることが主であるとも指摘し
ている。さらに欧米では、墓地が公園の中にあり、
休日には墓地を散歩している親子連れの姿、墓石の
前で家族が語らいをしている姿、墓地の中を通学・
通勤していたり、ジョギングしていたりする姿を頻
繁に目にしたことを通して、日本でも墓地を子ども
達の身近な場所として、死者と語る場所として認識
できるよう、家庭や保育の・教育の場に伝えていく
ことが求められることである。
続いて、番目の話題提供者である水野智美は、
「絵本を用いた命の教育」とタイトルして、述べら
れている内容は、日本及び海外で発行されている
「人の死」を取り扱った絵本を入手し分析を試みた
結果として、日本人作家の描いた絵本の特徴とし
て、次の点が述べられている。．人が死んだこ
とが歪曲的に表現され、明確に示されない。．人
が死ぬと、周りの人がどのような感情を抱くのかに
ついての描写が少ない。．葬儀や墓参の場面が登
場する絵本が少ない。．死の悲しみだけが強調し
て伝えられている作品が多い。
一方、外国人作家が描いた翻訳本や外国で発行さ
れている絵本の特徴として、次の点が挙げられて
いた。すなわち．死者は人々の心の中で生き続け
ていることを示す作品が多い。．葬儀の場面を詳
しく描写している作品が多い。．墓を死者と自分
達を結ぶ場所として描いている。これらの特徴は、
今後日本の人の死を扱う絵本に今後求められる要素
であると指摘している。
さらに、おばあちゃんの死が扱われている絵本を
取り上げ、幼児に対して読み聞かせ、その後に．
命には限りがある。．死んでしまうと周りの人を
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9）髙内 正子著「幼児に対する死の教育（保育者へのアンケート調査から）」日本保育学会第58回大会研究論文集
（2005年）p. 423
悲しませる。．死んでしまうとこの世には存在す
ることはできないが、人々の心の中に生き続けてい
て、思い出をたくさん残している。．自分の命を
大切にしなければならない。といった点の事柄に
ついての介入を行った結果、死、葬儀、命に関する
幼児の認識が若干ではあるが、適切な方向に変容し
たことを確認し、その結果として、適切な絵本（教
材）と介入によって、幼児の死に関する認識が変容
し、教育的な効果が望めることが分かったとして、
子どもに対する不必要な恐れを抱かせることなく、
命の教育を行えるように大人に対して情報提供する
必要がある10)というものである。
．幼児教育における「いのちの教育」について
著者は吉田永正で、論文掲載書は身延山大学東洋
文化研究所報14（2010）17頁より36頁である。内容
は、仏教系の幼稚園における仏様の「いのちの教育」
とは何かを求めて、保育現場からの実践教育を通し
て、考察している。まず鮭の料理を通して「いのち
を見つめる」とタイトルし、年長の子ども達に鮭の
一生とそして鮭が戻ってきて産卵を終えた後、その
「いのち」がどのようになっていくのかと言うこと
がスピリチュアル的に表現された絵本「ピリカ、お
かあさんへの旅」と言う絵本を読み聞かせし、「い
のちの永遠」による支え合いであり、次の「いのち」
へのバトンについて、子どもに伝えていく保育を展
開させて、続けて、①いよいよ鮭の料理に入り、食
するための料理にあたり「いただきます」とは何か
を子ども達に説明し、全て我々は生きているものの
「いのち」を頂いて、自分の「いのち」の糧にして
いるということ、だからお互いに「いのち」は支え
合っているから「有り難うございます。いのちを頂
きます。」と言う感謝の気持ちで、心から手を合わ
せて食への挨拶をしよう。」と説明し、「いのちの教
育」の保育実践を展開させている。②「いのち」の
躍動感の絵画表現：「いのち」の発見の面白さ、「い
のち」の不思議さ、「いのち」の美しさ、「いのち」
の神秘さ、「いのち」の厳しさ、「いのち」の辛さ、
「いのち」の恐ろしさなどといった「いのち」の躍
動感に出会い、その体験をもとにした躍動感を大切
にしながら、表現活動をすすめ、豊かな人間作りを
したいというのが彼らの「いのち」の教育の進め方
であるとしている。まず、調理の前に「魚拓」を
取って、実際に見ている鮭の姿と魚拓とでは、いろ
いろな違いがあり、実際の鮭には色があるが、魚拓
には色はない。「鮭とは何か」という、ひとつの
シェーマだろうと考え、特に子ども達の鮭の体の流
線型の理解や、それぞれのひれの部分の名称を理解
するのに役立つ。また、鮭の絵を描くのに、骨の放
射線状の曲線を表現することは、子ども達にとって
大変大きな壁となった等の保育実践の様子につい
て、報告し、さらには、子ども達は、3000個と言わ
れる鮭の子どもの「いのち」を丁寧に、一粒ひとつ
ぶについて、日から日間もかけて描いて行った
躍動感あふれる「いのち」の表現であったことを報
告している。③活動終了後の感謝の祈り：絵画制作
による表現活動を終えたので、「鮭の葬儀」をする
ことになり、お寺の本堂の御宝前には、腹を丸くえ
ぐられ、塩に漬かって気味悪い色に変色した鮭の遺
体が安置されて、副住職である担任教諭が正式に法
衣をまとい、これから鮭に感謝の祈りを込めてお葬
式をすると説明した。まず、葬儀の意味として、第
一にその人（この時は鮭）の一生を正しく評価する
こと。続いて、その人（この場合も鮭）と出会えた
ことの喜びと感謝であり、鮭に出会って、鮭の様々
なことについて学び、美味しい料理も頂けたし嬉し
いことであり、有難く感謝するべきことである。最
後にその人（この場合も鮭）の冥福を祈る。つまり、
永遠の「いのち」への旅立ちである。子ども達は御
宝前でお焼香をし、遺体は幼稚園の田んぼに埋葬
し、来春のお米の「いのち」のエネルギーとなって
もらいたいという思いを込めて葬ったと言う実践保
育の報告で、ただ絵を描くだけでなく、子ども達に
「いのち」とは何かを訴えて、正解を求めるのでは
なく、考えさせることが重要だと訴えて実践保育は
終わっている。
次に「鮭の飼育」とタイトルして、卵から鮭を飼
育し、放流すると言う壮大な「いのち」との関わり
を計画し、およそ600匹の稚魚を放流するまでに
至ったことを報告し、年後にどのくらいの数の鮭
が戻って来るのかを2010年現在実験中であるそう
だ。他に新しい世界を求めて〜毎月ミニ遠足・毎週
の絵本ライブラリーの配本（親子で「いのち」の躍
動感を共有共感）・PTA活動で何を訴えるのか（子
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10）水野 智美著 企画シンポジウム「幼児に対する命の教育」の話題提供（絵本を用いた命の教育）日本心理学会
総会発表論文集（2010年）p. 117
は親をまねる）．親の変革を求める〜自己判断・
自己決定・自己責任）親が主体的に活発に行動する
と、周りの子ども達も模倣していき、その躍動感が
家庭にも持ち込まれ、地域にもそして職場にも浸透
していくと世の中は変革してくると考え、絶えず、
より良いものを追い求めていって、初めて理想の社
会に近づくものと指摘している。続いて、公開研究
会で何を求めて訴えるのか（園児は教師をまねる）
親だけではなく、我々教師も「人を人間にする」と
言う仕事に対してどれほど自己研鑽しているのか。
そのような観点から自主公開研究会を毎年開催し、
文科省や県の研究会、幼稚園協会の研究会等と違っ
て、テーマ設定にしても縛られることなく、自分達
の日頃の問題点を取り上げ、県内外の幼稚園・保育
園・小学校や支援学校・大学の教師等、より大勢の
教育関係者に実際の保育を公開し、いろいろな問題
を提起しておたがいが研究できるように提案してい
るとのことである。
最後にまとめとして、今、保育現場では大学の幼
児教育、保育コースを卒業しただけでは、保育者と
して通用しないどころか役に立たないと明確に述
べ、大きな問題点をつ挙げている。一つは大学の
保育コースのカリキュラムの問題で、所詮は教科
別。それを総合的にまとめる授業がすなわち実際の
保育に即応した授業がどこにあるかと問い、また、
保育の理論が先で、現実の保育とはかけ離れたもの
が多く、戸惑うのは学生であると指摘している。現
場最優先のカリキュラムはほとんど無く、教育実習
にしても、たった〜週間で保育の全般にわたっ
て理解しろと言うのが無理なはなしである。まして
や子どもの遊びや文化、芸術や体験も知識も無いと
きたら、これではおよそ保育現場には向かない。も
ちろん文科省や厚労省の指示があり、簡単に変更で
きないのが現状ではあるが、そのような中で現場中
心の「特別講義」を組んででも、学生の実力をつけ
なければ、免許伝授の詐欺になる等と厳しく指摘し
てまとめている。
．幼児期における「いのちの教育」の妥当性に
関する一考察
〜その実施時期と妥当性をめぐって〜
著者は清田 英羽で、論文掲載書は東北教育哲学
教育史学会紀要（2013）教育思想40の11頁より22頁
である。内容は、まず問題の所在として、現在、幼
児教育において、その教育過程の一環として「いの
ちの教育」が必要だとされる時機に関して、その名
称を冠した教育形態は「幼稚園教育要領」や「幼稚
園教育要領解説」（以下解説）など、国の定めた幼
児教育の教育課程の基準やそれに準ずる文書の中
で、領域や教科といった公式な形では組み込まれて
いない。こうした事情にはあるものの、幼児教育の
現場では「いのちの教育」が実践者や教材作成者の
豊かな解釈（村井 2001、葉 2004）のもと、絵本を
通じた「いのち」の大切さへの気付きなどを、ねら
いに設定し、多様な形で実施されていることが報告
されている（水谷 2004、片桐 2005、髙内 2005、
尾上 2009）。それと同時に「いのちの教育」の教材
として最適だと思われる絵本を、その種類や効果と
言う観点から検証する論文も見られ、実践者の関心
が高いことをうかがわせる（竹内 2005、水野 2010、
徳田 2010、坂口 2011）。絵本は、幼児教育の年齢
段階に照らし合わせれば、合理的な教材であり、一
般に広く、現場で活用されている。保育者の現場感
覚として、子ども達に「いのち」の大切さを教えた
いという熱意・情熱を抱くような瞬間に立ち会う場
面は多く、保育者養成の課程を持つ高等教育機関で
は、この分野に知識・技能のある保育者をいかにし
て輩出するのかということを課題に挙げているとこ
ろもある（尾上 2006、中根 2007、工藤 2008）。
一般には大切だと認められ、研究も各所で進めら
れている「いのちの教育」だが、いったん関心をそ
の実践内容・方法から、それを裏付ける理論・根拠
へと向けると、後者に関するこれまでの議論は脆弱
である。なぜ幼児期に適切な「いのちの教育」が必
要で、幼児期がその実施時期として妥当なのか、と
いうその根拠についてはステレオタイプのものが多
く、どの言説も根拠が曖昧である。幼児期に適切な
「いのちの教育」を実施するならば、すくなくとも
われわれは、次のつの問いに答えなければならな
い。なぜ「いのちの教育」が幼児教育で実施される
べきなのか、「いのちの教育」を実施するならば人
間の発達のどの時期がふさわしいのか、のつの問
い11)である。
現在、日本の学校教育においては、特に初等教育
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11）清田 英羽著「幼児教育における『いのちの教育』の妥当性に関する一考察〜その実施時期と在り方をめぐって〜」
東北教育哲学史学会紀要（2013年）p. 12
以上の学校段階で「いのちの教育」が幅広く実施さ
れてはいるものの（赤澤 2006、近藤 2009）、その
実、それらの実践は枚挙に暇がないが、どの実践者
の報告を見ても、その実践を裏付ける理論には、い
くつかのステレオタイプな言説が援用されているに
すぎない（清田 2011）｡12)
以上のように、筆者の論文も引き合いに出され、
保育実践のさなかに熱意・情熱を抱くような瞬間に
立ち会い、その情熱が先行してしまっているのでは
ないかと疑問を投げかけられている。ともかく、清
田は幼児に対する「いのちの教育」について、実施
時期とその方法について、根拠を明確にするべきだ
と主張している。
まとめと今後の課題
以上本の論文について内容の分析と検討・考察
をしてきたが、残念ながらエリザベス・キューヴ
ラー・ロス氏の「死ぬ瞬間の子どもたち」に対する
考察は詳細にはできなかった。彼女からの示唆に
は、得るものが多いと考えられる。彼女は、彼女の
著書「TheWheel of Life」の中で、それまで避けて
きた「子どもの死」に対する研究をもっと早くに進
めるべきだったと後悔している場面があった。彼女
はラ・ラビーダ小児病院への転職の際に、子ども達
を診る機会を通して、子ども達は、大人の患者とは
違って、「やり残した務め」の数々を抱え込んでは
なくて、どろどろとした人間関係のしがらみもな
く、痛恨の過ちを犯していることも無かった。子ど
もは、本能的に自分の症状や迫りくる死を知ってい
て、それに対する感情を隠すことが無いと指摘して
いる。その例えとして、Tom, a chronically ill little
boy と A teenage girl と Jeffy was in and out of the
hospital の名の子ども達の事例を挙げている。
エリザベス・キューブラ―・ロスについては、ま
たの機会に触れてみたい。筆者は幼児に対する「い
のちの教育」について、まだまだ今後も研究に勤し
みたいと考えている。
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